
五
世
紀
後
半
シ
ナ
に
お
い
て
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
に
王

般
若
経
に
は
古
い
注
釈
と
し
て
、
天
台
、
瑞
祥
、
円
測
、
良
賞
の
四

師
に
よ
る
現
存
の
注
釈
と
欠
本
で
は
あ
る
が
、
典
諦
に
よ
る
注
釈
な

ど
が
あ
る
。

こ
れ
ら
現
存
諸
疏
の
う
ち
、
天
台
の
仁
王
謹
国
般
若
経
疏
（
以
下

天
台
疏
と
略
称
す
る
）
に
つ
い
て
は
近
時
大
い
に
研
究
が
進
め
ら

れ
、
龍
谷
大
学
の
佐
藤
哲
英
教
授
は
そ
の
す
ぐ
れ
た
成
果
を
発
表
せ

ら
れ
て
お
ら
れ
る
。
同
教
授
に
よ
れ
ば
、
天
台
疏
は
天
台
大
師
入
滅

以
後
、
斑
祥
の
仁
王
般
若
経
疏
（
以
下
嘉
祥
疏
と
略
称
す
る
）
の
影

響
下
に
成
立
し
た
こ
と
が
明
か
に
な
っ
た
。
（
「
天
台
大
師
の
研
究
」

五
一
七
頁
以
下
）

本
稿
で
は
又
別
の
観
点
か
ら
天
台
疏
の
成
立
を
眺
め
て
み
た
い
と

思
う
。
即
ち
唐
の
円
測
の
仁
王
経
疏
（
以
下
円
測
疏
と
略
称
す
る
）

と
天
台
疏
を
比
較
対
照
し
て
、
天
台
疏
の
成
立
に
つ
い
て
一
、
二
卑

仁
王
護
国
般
若
経
疏
の
研
究

若
杉
見
龍

見
を
述
べ
、
大
方
の
御
批
判
を
仰
ぎ
た
い
と
思
う
。

一一

、

天
台
疏
と
円
測
疏
を
対
照
す
る
に
当
っ
て
、
先
ず
最
初
に
科

段
を
比
較
し
て
み
た
い
。
又
天
台
疏
は
蹄
祥
疏
の
影
響
下
に

あ
る
こ
と
が
明
か
で
あ
る
か
ら
、
因
み
に
謡
祥
疏
の
科
段
を

掲
げ
る
。
し
か
し
三
疏
の
科
段
を
す
べ
て
掲
げ
る
こ
と
は
与

え
ら
れ
た
紙
数
に
制
限
が
あ
っ
て
不
可
能
で
あ
る
か
ら
、
比

較
的
容
易
に
対
照
で
き
る
発
起
序
の
部
分
の
み
左
に
掲
げ
、

他
の
部
分
を
類
推
し
て
頂
く
手
が
か
り
と
し
た
い
。

左
の
三
疏
を
比
較
し
て
直
ち
に
気
が
つ
く
こ
と
は
天
台
疏
と

円
測
疏
の
科
段
の
著
し
い
類
似
で
あ
る
。
勿
論
文
字
に
多
少

の
棚
巡
は
あ
る
と
し
て
も
、
表
現
し
て
い
る
内
容
は
ほ
ご
側

一
で
あ
る
こ
と
は
直
ち
に
理
解
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
た
堂
倣

か
に
相
違
す
る
簡
処
と
し
て
は
点
線
で
囲
ん
だ
頂
上
出
華
段

と
法
身
段
の
二
対
の
簡
処
で
あ
る
が
、
瓶
上
出
華
段
に
お
い

て
も
、
天
台
疏
の
内
容
と
円
測
疏
の
内
容
と
が
文
字
の
相
違

に
も
拘
ら
ず
、
ほ
ぽ
一
致
す
る
で
あ
ろ
う
こ
と
は
説
明
す
る

ま
で
も
な
い
と
思
わ
れ
る
。
又
法
身
段
に
お
い
て
は
法
身
を

(〃3）



１
、
仁
王
経
疏
（
円
測
疏
）
（
正
し
・
三
十
三
）

２
、
仁
王
謹
魍
般
若
経
疏
（
天
台
疏
）
（
正
し
・
三
十
三
）

鱗
鰄
」
」
鱗
畔
嗣
譜
一

一
△
Ｂ
ｇ
Ｂ
Ｂ
Ｆ
●
●
●
■
ゆ
ら
り
Ｕ
ｂ
Ｕ
ｇ
ｅ
■
■
Ｇ
●
ｂ
Ｇ
ａ
●
６
．

－
１
通
名
法
身

’
一
如
来
現
瑞
Ｉ
’
一
四
無
所
畏
１
－
１
｜
Ⅱ
睡
鰄
誌
譜

‐
二
大
衆
生
疑
ｌ
‐
ｍ
一
鱸
聯
川
叶
臘
鵬
Ｈ
刷
峨
淵
ｌ
Ｉ
－
蓑
唖
嘩
》
ｉ
…

発
起
序
’
’
三
覚
悟
如
来
’

’
四
仏
昇
華
座
’
四
法
身
’

’
五
大
衆
歓
喜

‐
一
織
繍
轤
剛
蜥
鱸
癖
↑
馴
皐
、
霧

’
二
明
衆
不
決
Ｉ
｜
Ⅱ
蜘
鯛
奉
籍

ｌ
後
間
菩
薩

発
起
序
Ｉ

’ ’
一こき

党時 仏
儒衆 自
如生 現
米疑 珊
I ｜ ｜

~_E l l l l l
’ ’ ’ 五四三二一一
三二一思入正現讃

稟職藤輔仏
不疑生瑞定地節徳
決意疑 l

l l l I ｜
｣ ’ 五四三二－
－大仏諸頂思
圭と」地自天上縁
鵬領歎振生雨出放
今前仏動花花花光
事事徳 ．..….….…..…

｜ ；ユi
n ; _L I I !

謬i蕊
蔑之
人徳

’ ’ ’ ’
四三二一

法五十四
八4旺
不ﾊﾞ、
共畏

身眼法徳

i…..…1………；
in3i
：＝一一；
＄一一 ：

；即即但i
：中仮空I
；法法法i
i身身身I
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３
、
に
王
般
若
経
疏
（
吉
蔵
疏
）
（
正

Ｉ
第
一
明
如
来
入
三
昧
分

ｌ
第
二
放
光

ｌ
第
三
現
華

発
起
序
１
１
第
四
地
動

’
第
誠
疑
問
１
１

１
第
六
作
楽
歎
仏
井
召
十

ｌ
第
七
明
如
来
起
三
昧
分

光
仏
井
召
十

（
正

三
法
身
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
名
称
を
異
に
し
て
い
る
の
は
お

の
お
の
の
宗
義
に
基
く
も
の
で
あ
る
が
、
た
ば
こ
れ
だ
け
が

｜
Ⅱ
“
秘
州
卿
“

’
一
大
衆
同
疑

一
’
一
一
発
言
論
弁

華

下
三
序
其
疑
聯

勤間
ｌ
ｌ
ｒ
凶
明
如
来
楽
可
知
ｌ
鳳
椒
斯
鱈
王
名

方
衆
来
集
１
１
初
月
光
作
八
萬
樋
音
楽
・
？

起
三
昧
分
ｌ
講
天
作
楽
歎
仏

ｌ
明
十
方
菩
薩
雲
集
作
撫
飛
音
楽
覚
悟
如
来

ｌ
｜
珊
此
土
蕊
耀
馴
釧
出
郷
郷
一
Ⅲ
一
一
細
鯏
‐

川
一
馳
織
－
｜
Ⅱ
一
一
一
僻
》

し
●

一

二

十
＝

こう

相
違
し
て
い
る
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
こ
の
著
し

い
類
似
は
発
起
序
の
み
に
止
ら
ず
、
疏
全
体
に
就
い
て
も
言

’
一
挙
処
歎
徳
’
一
川
一
一
一
鋤
鍛

’
三
歎
徳

’
二
明
次
第
挙
問
１
ｍ
彗
岬
辨
鯏

(〃5）



い
得
る
の
で
あ
る
。

二
、
次
に
嘉
祥
疏
と
円
測
疏
と
天
台
疏
の
三
疏
の
文
承
を
対
照
し

て
み
る
と
、
大
要
次
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。

Ａ
、
円
測
疏
と
天
台
疏
と
の
文
章
が
ほ
ぱ
一
致
し
て
い
る
箇
処

Ｂ
、
斑
祥
疏
と
円
測
疏
の
文
承
が
組
み
合
わ
さ
っ
て
、
天
台
疏

の
中
に
見
ら
れ
る
簡
処

Ｃ
、
更
に
天
台
疏
が
円
測
疏
を
批
判
し
て
い
る
箇
処
（
た
ｒ
し

一
簡
処
）

円
測
疏

１

経
般
若
亦
無
菩
薩
釈
日
。
第
三
人

Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
１
６
１
Ⅱ
』
ｐ
ｆ
、
グ
ー
、
ｆ
、
口
〃
、
〃
ｆ
も
Ｊ
ｆ
、
ｆ
０
■
〃
ｑ
ｊ
ク
。
ｆ
砥
″
ｆ
、
五
〃
、
〃
Ⅱ
Ｊ
■
１
″
、
，
Ｆ
ｔ
Ｆ
ｆ
、
ノ
７

２

法
倶
空
。
此
即
法
空
。
応
説
人
空
。

〃
ｆ
、
〃
Ｆ
、
ロ
グ
も
１
夕
。
、
■
″
、
り
げ
、
９
″
も
、
Ｊ
■
、
グ
６
０
‐
Ｊ
ｆ
＆
ク
ロ
＆
〃
ｑ
、
ｊ
グ
巳
グ
ク
、
〃
Ｆ
、
３
”
弓
０
〃
、
ｊ
Ｆ
１
１
１
１
１
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
１
９
ｌ
０

３

准
可
知
故
。
略
而
不
説
。
就
法
空
中
。

文
別
有
二
。
初
約
因
位
。
以
弁
法
空
。

倒
悩
刷
側
。
馴
洲
濁
劉
。
前
中
有
三
・

初
標
。
次
徴
。
後
釈
。
此
即
標
也
。

４

５

劉
燗
淵
矧
濁
。
謝
鯛
矧
入
。
八
噸
鋼

天
台
疏

１

般
若
亦
非
菩
薩
下
。
ヨ
珊
刈
湖

Ｉ
１
１

２

倶
空
。
文
中
亦
合
明
人
空
。
但
文

〃
Ｊ
‐
Ｊ
、
ｊ
″
、
、
〃
、
、
ｆ
も
〃
Ⅲ
Ｊ
Ｆ
』
、
帰
凹
岸
．
’
‘
‐
‐
‐
‐
，
‐
‐
‐
‐
‐
’
‐
‐
‐
Ｐ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｊ
ｌ
‐
０
１
１
４
４
１
１
１
１
１
１
Ｊ

略
故
也
。
自
為
二
別
。
一
約
因
位

弁
法
空
。
二
約
果
位
弁
法
空
。
初

Ｉ
ｌ
ｉ

文
三
・
今
初
標
也
。
般
若
進
法
。

ｉ
Ｉ

菩
薩
是
人
。
般
若
中
求
菩
薩
不
可

鼎
。
恥
副
銅
瞬
噌
（
正
噸
郷
Ｂ
）

Ｄ
、
天
台
疏
が
嘉
祥
疏
を
引
用
、
批
判
或
は
採
用
し
て
い
る
簡

処
以
上
の
四
例
が
考
え
ら
れ
る
が
、
右
の
う
ち
Ｄ
例
に
つ
い
て

は
す
で
に
佐
藤
教
授
が
挙
げ
て
お
ら
れ
る
の
で
、
（
同
書
五

三
六
頁
以
下
）
Ａ
・
Ｂ
。
Ｃ
の
三
例
に
つ
い
て
例
文
を
掲
げ

て
み
た
い
が
、
説
明
は
紙
数
の
都
合
で
、
特
に
重
要
な
簡
処

以
外
は
省
略
さ
せ
て
頂
く
。

Ａ
、
円
測
疏
と
天
台
疏
と
の
文
章
が
ほ
ｒ
一
致
し
て
い
る
例
文

(I76)



瑞
祥
疏

色
法
者
従
細
微
成
鹿
微
。

微
成
四
大
。
従
四
大
成
諸
根
。

２

1煙

・

一|｜生I
念li減｜
◎ ◎

I ’ 明
色
法
也
。
九
十
刹
朏

九’
十
刹
那

念
有
九
十
刹
那
。
合
巡
八
萬
一
千

１
１
１
ｊ
１
ｌ
４
ｌ
Ｉ
４
Ｉ
Ｉ
ｊ
１
Ｉ
Ｊ
■
■
■
日
■
■
Ｉ
■
Ｉ
Ｉ
１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｄ
Ｄ
■
■
１
０
■
，
ｌ
ｌ
Ｉ
ｆ
０
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｌ
Ｉ
，
ト
ー
Ｌ
Ｉ
ｌ
Ⅱ
Ｉ
Ｐ
Ｌ
Ｉ
ｂ
０
■
０
１
Ⅱ
７
０
■
Ⅱ
ｌ
Ⅱ
１
日
１
０
０
日
０
１
１
Ⅱ
９
９

１
１
Ⅱ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
■
６
■
■
１
１
０
１
■
Ⅱ
１
１
７
１
４
Ｊ

一
念
中
一
刹
那
進
九
百
生
滅
。
一

一

正以
レ33生
3騨
c折
一刹

那
O

刹
那
折

右
の
例
文
の
う
ち
、
棒
線
を
引
い
た
部
分
は
文
章
が
ほ
ぽ

一
致
し
て
い
る
部
分
、
波
線
を
引
い
た
部
分
は
内
容
が
ほ

ｒ
一
致
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
部
分
で
あ
る
こ
と
を
示

し
、
数
字
は
そ
れ
ぞ
れ
の
対
応
簡
処
で
あ
る
こ
と
を
指
示

Ｉ
ｆ
Ｊ
、
Ｊ
ｊ
Ｊ
Ｊ
、
１
く
〃
，

法
不
可
符
。

為｜
一

念
○

’

|

６
色
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
０
０
８
１
０
■
■
■
■
■
■
■
ｌ
凸
■
Ｊ
Ｅ
Ｆ

即
足
法
空
。

従
此 llLI’ －－

一一

正
し33

P.

384
C

成
一
大
念
。
一
大
念
中
一
小
刹
那
。

復
有
九
百
生
滅
。
是
故
前
言
生
時
即

有
滅
也
。
或
復
多
刹
那
為
一
念
。

円
測

経
九
十
刹
那
至

１第
四
世
尊
釈
通
。

ニーニ

疏九
百
生
滅
釈
日
。

以
九
十
小
刹
那
。

｛
正
唖
Ｒ
煙
Ｂ
） す

る
。
以
下
同
様
で
あ
る
。

Ｂ
、
嘉
祥
疏
と
円
測
疏
の
文
章
が
組
み
合
わ
さ
っ
て
天
台
疏
の

中
に
見
ら
れ
る
例
文

十
小
刹
那
為
一
大
念
。
一
念
中
一

i
n

’i
’ 刹
那
。
復
有
九
百
生
滅
。
足
故
生

２

1

1

時
即
有
住
滅
也
。
又
九
十
刹
那
為

１
１

刹
那
摂
一
念
。

生
滅
。
一
念
有
九
十
刹
那
。
合
有

八
萬
一
千
生
滅
。
以
生
滅
摂
刹
那

一
念
。
一
念
中
刹
那
。
経
九
百

天
台

九
十
刹
那
下
。

〈
正
噸
凪
獅
Ａ
）

1疏四
釈
通
。

以
九Ｉ’I

■
Ⅱ
Ｈ
Ｐ
・
Ｈ
９
０
１
４
ｆ

(〃7）



上
来
明
五
住
正
使
。
此
言
無
明
習

旬
訓
叫
。
一
正
“
Ｒ
惣
Ｃ
）

１
八
地
已
上
名
種
類
倶
生
無
作
行
意

生
身
。
三
蔵
師
云
。
一
見
地
在
初

地
。
二
修
地
在
二
地
巳
去
。
三
究

党
地
在
十
地
。
此
三
地
中
各
和
初

生
。
次
住
終
満
為
九
生
滅
也
。
言

７

前
三
界
中
余
無
明
習
果
報
空
者
。

Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｉ
Ｉ

有
三
極
意
生
身
名
三
地
九
生
滅
。

艦
祥
疏

言
三
地
九
生
滅
釈
有
二
義
。
一

者
八
九
十
地
皆
有
三
心
。
合
九
生

６

初
地
至
五
地
名
三
昧
行
意
生
身
。

滅
也
。
第
二
義
者
変
易
三
界
中
各

I

六
七
二
地
名
覚
法
自
性
意
生
身
。

’

１
１
１

’I

右
の
例
文
の
う
ち
、
二
重
棒
線
を
引
い
た
部
分
は
鋸
祥
疏

と
天
台
琉
と
ほ
ｒ
一
致
し
て
い
る
部
分
、
俸
線
を
引
い
た

部
分
は
前
例
文
と
同
じ
く
円
測
疏
と
天
台
疏
と
の
一
致
し

縮
祥
疏
円
測
疏

I

I

為
伴
也
。
二
修
地
。
従
四
地
至
七
地
。

除
職
弱
者
。
出
観
見
有
執
不
微
弱
也
。

４

I

省三
。究
但党

'5饗
執地
不至

舳
○ 0

’ 従
十
廻
至
三
地
。
除
伴
者
。
出
観
見

布
之
執
強
。
故
言
伴
。
助
道
法
亦
呼

３

一
地
始
住
終
三
生
。
此
三
地
為
九
生

也
。
此
通
結
上
下
十
地
。

細
也
。
九
生
者
。
合
十
地
為
三
地
。
一
三
昧
楽
意
生
身
。
六
七
二
地
名
党

一
↓

得
此
果
。
文
言
三
地
者
。
一
見
地
。

釈
臼
。
第
二
明
変
易
生
死
空
。
然

釈
此
文
自
有
両
釈
。
若
依
本
紀
。
即

足
四
献
変
易
生
死
。
無
明
習
為
絲
。

２ 1

一
正
噸
Ｅ
雑
Ｂ
一

除
微
細

称
之
微
雌
撤

て
い
る
部
分
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。

●

Ｃ
、
天
台
疏
が
円
測
疏
を
批
判
し
て
い
る
簡
処

一
余
無
明
習
者
。
上
明
五
住
正
使
。

一

此
第
二
明
習
気
空
也
。

桐
揃
翻
調
期
。
此
通
別
教
意
生
也
。

７ 法
自
性
意
生
身
。
八
地
已
上
名
無

九
生
滅
也
。
従
初
地
至
五
地
。
名

地
。
各
有
三
極
意
生
身
生
滅
。
名

J

i中
各
有
三
極
意
生
身
。
三
界
名
三

●
■
１
１
１
Ⅱ
』
１
１
１
．
■
日
■
！
■
９
１
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
ｌ
■
１
１
１
１

生
滅
者
。
前
三
地
中
各
有
始
住
滅

地四
至地
十至
地七
5．地
･画一 ○

天
台
疏１

三
地
九
生
下
。
二
明
変
易
生
死

２

空
。
有
人
言
。
三
地
者
。
一
見
地
。

３

云
九
生
滅
也
。
又
変
易
生
死
三
界

6

ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ

従
十
廻
向
至
三
地
９
二
修
地
。
従

ｉ

ｌ

ｏ
三
究
党
地
。
従
八

此
別
接
通
意
也
。
九

〈
正
噸
Ｐ
細
匪
一 ’

(〃8）



右
の
文
に
よ
れ
ば
、
円
測
疏
に
お
い
て
、
円
測
が
三
地
を

解
す
る
に
、
一
、
見
地
は
十
廻
向
か
ら
第
三
地
ま
で
、

二
、
修
地
は
第
四
地
か
ら
第
七
地
ま
で
、
三
、
究
党
地
は

第
八
地
よ
り
第
十
地
ま
で
と
解
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、

円
測
疏
の
二
行
目
に
「
若
し
本
記
に
依
れ
ば
」
と
あ
り
、

本
記
と
は
円
測
疏
で
は
真
諦
の
疏
を
指
し
て
い
る
の
で
、

一
見
「
文
言
三
地
者
」
云
々
は
真
諦
の
見
解
の
如
く
見
ら

れ
る
が
、
幸
い
に
も
嘉
祥
疏
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
真
諦

の
見
解
を
撮
祥
が
「
三
蔵
師
云
」
と
述
べ
て
い
る
。
即
ち

よ

よ

瀦
祥
は
真
諦
を
称
ぶ
に
三
蔵
師
と
称
ん
で
お
り
、
真
諦
の

見
解
は
一
、
見
地
は
初
地
、
二
、
修
地
は
第
二
地
以
上
、

三
、
究
党
地
は
第
十
地
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
、

天
台
疏
に
い
う
「
或
人
云
‐
一
と
い
う
或
人
と
は
円
測
を
指

し
て
い
る
こ
と
は
明
か
で
あ
ろ
う
。

以
上
円
測
疏
と
天
台
琉
と
関
係
の
あ
る
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
の
箇
処

を
天
台
疏
に
つ
い
て
数
え
る
と
百
七
十
五
箇
処
に
も
及
び
、

Ｃ
文
例
に
お
い
て
、
天
台
疏
が
明
か
に
円
測
の
見
解
を
別
接

通
と
批
判
し
て
い
る
の
に
徹
し
て
も
、
又
科
段
の
著
し
い
類

似
に
よ
っ
て
み
て
も
、
天
台
疏
は
円
測
疏
を
参
照
し
て
い
る

こ
と
が
判
る
。
逆
に
円
測
疏
に
つ
い
て
言
え
ば
、
如
何
な
る

部
分
に
つ
い
て
も
、
天
台
疏
の
影
響
を
些
か
も
蒙
っ
て
い
な

い
。
更
に
引
用
、
批
判
或
は
見
解
の
採
用
等
の
簡
処
を
天
台

疏
に
つ
い
て
見
れ
ば
、
五
重
玄
の
部
分
は
嘉
祥
疏
に
、
入
文

解
釈
の
部
分
は
円
測
疏
に
多
く
を
負
っ
て
い
る
と
言
え
る
。

（
そ
の
箇
処
を
指
摘
し
て
証
明
す
べ
き
で
あ
る
が
、
紙
数
の

関
係
で
省
略
し
た
。
）

然
ら
ば
（
天
台
疏
は
何
時
頃
の
成
立
で
あ
ろ
う
か
。
円
測
疏
の
成

立
年
代
は
現
在
の
と
こ
ろ
不
明
で
あ
る
が
、
円
測
疏
に
は
玄
藥
の
訳

し
た
経
論
が
多
数
引
用
さ
れ
て
い
る
の
で
、
玄
弊
訳
の
経
諭
の
訳
出

年
代
が
確
認
で
き
れ
ば
円
測
疏
の
成
立
年
代
も
推
定
で
き
、
更
に
天

台
疏
の
上
限
も
推
察
で
き
よ
う
が
、
今
の
所
で
は
天
台
疏
の
記
載
の

兄
あ
た
ら
な
い
大
府
内
典
録
成
立
年
時
の
紀
沁
六
百
六
十
四
年
を
上

限
と
す
る
外
は
な
い
。
そ
し
て
そ
の
下
限
で
あ
る
が
、
・
衝
州
録
に
記

さ
れ
て
い
る
智
者
大
師
墳
前
右
柱
碑
（
畠
ら
の
記
事
を
信
頼
す
れ

ば
、
紀
元
七
百
三
十
四
平
ま
で
と
な
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
は
疑

問
点
が
な
い
訳
で
は
な
い
。
そ
れ
は
天
台
疏
と
六
祝
荊
渓
勾
匡
ｌ
『

（〃9）



篭
）
と
の
関
係
で
あ
る
。
も
し
前
記
の
時
代
合
震
ｌ
認
ら
に
天
台

疏
が
成
立
し
て
い
た
な
ら
ば
、
荊
渓
は
主
著
た
る
玄
義
釈
溌
、
文
句

記
、
輔
行
伝
弘
決
の
中
で
、
仁
王
経
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
八
回
、

五
回
、
十
回
と
説
き
及
ん
で
お
り
、
そ
の
中
で
仁
王
経
と
法
華
経
と

の
関
係
、
或
は
菩
薩
の
行
位
と
い
う
重
要
問
題
に
触
れ
て
い
る
の
で

あ
る
。
も
し
本
疏
が
す
で
に
成
立
し
て
い
た
な
ら
ば
、
天
台
宗
に
関

す
る
資
料
を
広
く
蒐
収
し
た
と
思
わ
れ
る
荊
渓
が
本
疏
を
引
用
し
な

い
筈
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
（
こ
の
点
に
つ
い
て
は
又
別
な
機
会

に
詳
細
を
発
表
し
た
い
）
し
か
し
前
述
し
た
釈
擬
、
記
、
弘
決
或
は

止
観
義
例
や
止
観
大
激
導
に
本
疏
の
名
前
は
無
論
、
本
疏
の
一
節
さ

え
も
見
あ
た
ら
な
い
の
で
あ
る
。
即
ち
博
学
な
る
荊
渓
す
ら
本
疏
を

知
ら
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
み
る
に
、
果
し
て
本

疏
は
荊
渓
当
時
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
深
く
疑
問
視
せ
ざ

る
を
得
な
い
こ
と
を
記
し
て
結
び
と
す
る
。

六
老
僧
日
向
上
人
の
出
自
に
つ
い
て
は
確
か
な
所
伝
が
な
く
、
今

日
み
ら
れ
る
も
の
は
い
づ
れ
も
江
戸
期
に
成
っ
た
も
の
で
、
向
師
入

寂
後
四
百
六
十
年
を
経
た
享
保
十
五
年
編
述
と
い
う
六
牙
院
日
潮
の

①

『
本
化
別
頭
仏
祖
統
紀
』
を
初
見
と
す
る
よ
う
で
あ
る
。
同
書
に

シ

「
哲
記
口
碑
為
二
世
家
こ
と
み
え
、
こ
の
こ
ろ
既
に
古
文
献
は
な
く

口
碑
を
た
ず
ね
ら
れ
て
編
述
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
同
書
に
よ
る

ノ

と
「
父
姓
者
藤
原
氏
者
小
林
名
者
民
部
実
信
為
一
正
治
帝
術
兵
曹
一
商

ノ

曾
皆
衣
冠
也
。
高
祖
之
父
貰
名
氏
重
忠
有
二
通
家
好
一
、
元
久
元
年
甲

一
一

二
ダ
ル

子
実
信
与
二
干
伊
勢
平
氏
一
而
叛
遂
放
一
羅
之
上
州
埴
生
郡
繊
原
郷
こ

と
あ
り
、
賞
名
重
忠
と
通
家
の
好
が
あ
り
、
元
久
元
年
伊
勢
平
氏
の

反
乱
に
加
り
、
上
総
藻
原
に
流
諦
さ
れ
た
と
し
て
い
る
。
し
か
し
年

代
的
に
不
相
応
で
あ
り
、
実
信
の
流
諦
説
に
は
い
さ
さ
か
疑
問
が
あ

る
。
そ
の
後
三
十
年
あ
ま
り
を
経
て
編
述
さ
れ
た
玉
沢
の
境
持
院
日

六
老
日
向
上
人
の
出
自
に
つ
い
て

佐
久
間
晄
甫

(I80)


